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Ⅴ　令和５年度における主要施策

京都府では、森林の整備・保全や木材の利活用などを着実に進めるとともに、府民や企業等が
連携して様々な形で森林づくりを進める府民協働の取組を展開し、水源の涵養、災害の防止や
地球温暖化防止などの様々な公益的機能を発揮する豊かな森林を守り育んでいます。

■ 林業の成長産業化に向けた施策の展開

○効率的な林業経営の推進による素材生産力の強化
　・森林経営管理制度による施業の集約化と併せ、路網整備や高性能林業機械等の導入を進めるとともに、
　　事業者の連携・協業によって、低コストでの森林整備を推進し、木材生産の拡大に取り組む民間事業
　　体を支援
○木材の利用拡大の推進
　・今後の素材生産量の拡大に対応するため、府内の木材加工流通体制を充実
　・府が行う土木事業や公共建築物の整備において府内産木材を率先利用
　・府内産木材を使用した住宅や商業施設・福祉施設等の木造化・木質化を支援
　・府内産木材が積極的に利用される気運を醸成する場として「府民会議」を開催
○市町村における森林経営管理制度の取組の推進
　・「（一財）京都森林経営管理サポートセンター」による相談対応や技術的なサポート等に加え、意向
　　調査や森林集積等の取組が円滑に実施できるよう、森林組合等と連携して市町村へ具体的な集約化団
　　地の設定や整備方法の提案等を行う「森林集積推進員」を設置し、市町村の伴走支援を強化するとと
　　もに、市町村職員を対象とした、森林・林業の専門的な知識・技術に関する研修等を実施

■ 災害の未然防止・減災対策

○集中豪雨や地震などによる災害に対し、ハード・ソフト一体となった、未然防止・減災対策 
    ・災害復旧や山地災害防止機能の向上を図るため治山事業を実施   
    ・市町村と京都府が連携し、地域住民による流木災害等を未然に防止する取組や、地域の防災意識を
　　高める活動を支援
    ・京都府森林の適正な管理に関する条例に基づく、森林所有者による積極的な取組を支援

■ 森林機能の発揮による安心・安全な地域基盤の創造

○「京都府豊かな緑を守る条例」及び「京都府林地開発行為の手続に関する条例」により不適切な開発を
　防止し府民生活の安全を確保      
○保安林制度に対する理解を深めてもらうため、森林所有者や地域住民に対して説明会を開催するととも
　に、保安林の適切な配備と管理を推進

■ 豊かな森林の次世代への継承

○京都府面積の7割を超える森林を、良好な状態で次世代へ継承する機運を高めるための取組を３つの
　テーマで展開
　・「国民参加の森づくりの推進」を目指し「森林を学ぶ･森林を体験する」をテーマに府民の森ひよしの
　　森林を整備
　・「森林資源の幅広い利活用」を目指し「木材の需要喚起・消費拡大」をテーマに府内産スギ･ヒノキを
　　活用した木造住宅及び木製家具のコンペ「第７回Woodyコンテスト」を実施
　・「次世代の森林づくりを担う青少年の育成」を目指し、緑化啓発のため緑化運動ポスターコンクール
　　を実施

１　林業大学校伐木実習
２　民間オフィスの府内産木材による木造・木質化（京都市）
３　民有林木材利用工事コンクール林野庁長官賞受賞

木製治山ダム（宮津市万年）
４　間伐施業地（日吉町）
５　モデルフォレスト活動（京都市）

令和６年２月発行

京都府の森林・林業の現状
（令和５年版）
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Ⅴ　令和５年度における主要施策

京都府では、森林の整備・保全や木材の利活用などを着実に進めるとともに、府民や企業等が
連携して様々な形で森林づくりを進める府民協働の取組を展開し、水源の涵養、災害の防止や
地球温暖化防止などの様々な公益的機能を発揮する豊かな森林を守り育んでいます。

■ 林業の成長産業化に向けた施策の展開

○効率的な林業経営の推進による素材生産力の強化
　・森林経営管理制度による施業の集約化と併せ、路網整備や高性能林業機械等の導入を進めるとともに、
　　事業者の連携・協業によって、低コストでの森林整備を推進し、木材生産の拡大に取り組む民間事業
　　体を支援
○木材の利用拡大の推進
　・今後の素材生産量の拡大に対応するため、府内の木材加工流通体制を充実
　・府が行う土木事業や公共建築物の整備において府内産木材を率先利用
　・府内産木材を使用した住宅や商業施設・福祉施設等の木造化・木質化を支援
　・府内産木材が積極的に利用される気運を醸成する場として「府民会議」を開催
○市町村における森林経営管理制度の取組の推進
　・「（一財）京都森林経営管理サポートセンター」による相談対応や技術的なサポート等に加え、意向
　　調査や森林集積等の取組が円滑に実施できるよう、森林組合等と連携して市町村へ具体的な集約化団
　　地の設定や整備方法の提案等を行う「森林集積推進員」を設置し、市町村の伴走支援を強化するとと
　　もに、市町村職員を対象とした、森林・林業の専門的な知識・技術に関する研修等を実施

■ 災害の未然防止・減災対策

○集中豪雨や地震などによる災害に対し、ハード・ソフト一体となった、未然防止・減災対策 
    ・災害復旧や山地災害防止機能の向上を図るため治山事業を実施   
    ・市町村と京都府が連携し、地域住民による流木災害等を未然に防止する取組や、地域の防災意識を
　　高める活動を支援
    ・京都府森林の適正な管理に関する条例に基づく、森林所有者による積極的な取組を支援

■ 森林機能の発揮による安心・安全な地域基盤の創造

○「京都府豊かな緑を守る条例」及び「京都府林地開発行為の手続に関する条例」により不適切な開発を
　防止し府民生活の安全を確保      
○保安林制度に対する理解を深めてもらうため、森林所有者や地域住民に対して説明会を開催するととも
　に、保安林の適切な配備と管理を推進

■ 豊かな森林の次世代への継承

○京都府面積の7割を超える森林を、良好な状態で次世代へ継承する機運を高めるための取組を３つの
　テーマで展開
　・「国民参加の森づくりの推進」を目指し「森林を学ぶ･森林を体験する」をテーマに府民の森ひよしの
　　森林を整備
　・「森林資源の幅広い利活用」を目指し「木材の需要喚起・消費拡大」をテーマに府内産スギ･ヒノキを
　　活用した木造住宅及び木製家具のコンペ「第７回Woodyコンテスト」を実施
　・「次世代の森林づくりを担う青少年の育成」を目指し、緑化啓発のため緑化運動ポスターコンクール
　　を実施

１　林業大学校伐木実習
２　民間オフィスの府内産木材による木造・木質化（京都市）
３　民有林木材利用工事コンクール林野庁長官賞受賞

木製治山ダム（宮津市万年）
４　間伐施業地（日吉町）
５　モデルフォレスト活動（京都市）

令和６年２月発行

京都府の森林・林業の現状
（令和５年版）
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